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市
町
村
が
運
営
す
る
国
民
健
康
保
険

（
市
町
村
国
保
）
は
、
勤
務
先
の
会
社

の
健
康
保
険
な
ど
他
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
方
々
（
農
業
や
自
営
業
者
や
無
職
・

短
時
間
労
働
の
方
々
）
が
加
入
す
る
公
的
医

療
保
険
で
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
で
は
、
全
て
の

国
民
が
何
ら
か
の
公
的
医
療
保
険
に
加
入
す

る
国
民
皆
保
険
制
度
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
国
民
医
療
費
は
40
兆
円
を
超
え
、

毎
年
１
兆
円
規
模
で
増
大
し
て
お
り
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
現
役
世
代
の
負
担
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
国
保
は
、

①
加
入
者
の
年
齢
構
成
が
高
く
医
療
費
水
準

　が
高
い

②
所
得
水
準
に
比
較
し
て
保
険
料
負
担
が

　重
い

③
一
般
会
計
か
ら
の
多
額
の
繰
入
や
繰
上
充

　用
な
ど
財
政
赤
字
の
負
担
が
重
い

④
財
政
運
営
が
不
安
定
に
な
る
リ
ス
ク
が
高

　い
小
規
模
市
町
村
が
多
く
、
市
町
村
ご
と

　の
保
険
料
水
準
の
格
差
が
大
き
い

等
の
構
造
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
27
年
５
月
に
「
持
続
可

能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国

民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
成
立
し
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
市
町

村
国
保
の
制
度
改
革
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

                                                      

国
保
改
革
に
よ
り
国
は
、
国
保
に
公

費
を
追
加
投
入
し
財
政
基
盤
を
強
化

し
ま
す
。
ま
た
、
運
営
の
在
り
方
を
見
直
し
、

国
保
は
都
道
府
県
と
市
町
村
の
共
同
運
営
に

変
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
新
制
度
に
お
い
て
は
、

国
保
の
安
定
的
な
運
営
、
負
担
の
公
平
化
、

事
務
の
効
率
化
、
医
療
費
の
適
正
化
等
を
目

指
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
都
道
府
県
は
、
国
保
の
財
政
運
営
を
担
う

と
と
も
に
、
安
定
的
な
運
営
、
効
率
的
な
事

業
の
実
施
に
つ
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
い

ま
す
。

　
市
町
村
は
、
引
き
続
き
住
民
に
身
近
な
業

務
と
し
て
、
資
格
管
理
（
被
保
険
者
証
の
交

付
な
ど
）
、
保
険
料
（
税
）
の
賦
課
・
徴
収
、

保
険
給
付
、
保
健
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
以
降
は
、
県
内
の
統
一
的
な

運
営
方
針
（
国
保
運
営
方
針
）
の
下
で
、
県
と

市
町
村
と
の
協
議
に
よ
り
、
保
険
料
（
税
）
や

保
険
給
付
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
標
準
化
・
統

一
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

                                                          

                                                  

県
単
位
の
財
政
運
営
に
変
わ
り
、
負

担
の
公
平
化
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
市
町
村
単
位
の
「
被
保
険
者
・
住
民
相

互
の
支
え
合
い
」
の
仕
組
み
に
、
新
た
に
「
県

内
市
町
村
相
互
の
支
え
合
い
」
の
仕
組
み
が

加
わ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
加
入
者
の
年
齢
構
成
や
医

療
費
水
準
、
所
得
水
準
が
同
じ
で
あ
れ
ば
同

じ
保
険
料
（
税
）
に
な
る
と
い
う
原
則
を
立
て

て
、
標
準
的
な
保
険
料
率
を
県
が
示
す
仕
組

み
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
市
町
村
は
、
県
が
示
し
た
標
準
的
な
保
険

料
率
等
を
参
考
に
し
て
実
際
の
保
険
料
（
税
）

率
を
決
め
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
町
村
の
財
政

運
営
の
状
況
に
よ
り
、
赤
字
の
市
町
村
も
あ

れ
ば
黒
字
の
市
町
村
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
保

険
料
（
税
）
の
見
直
し
は
市
町
村
ご
と
に
異
な

り
ま
す
。
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（
１
）
平
成
30
年
４
月
か
ら

 

　
　
変
わ
る
こ
と

①
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
や
限
度
額
認
定
証

　な
ど
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
の
一
斉

更
新
分
か
ら
「
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険
」
と
表

示
さ
れ
ま
す
（
限
度
額
認
定
証
等
は
平
成
30

年
8
月
1
日
の
更
新
分
か
ら
変
わ
り
ま
す
）
。

　
全
て
の
市
町
村
で
、
70
歳
以
上
の
方
が
対

象
と
な
る
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
保
険
証
と
兼

ね
る
よ
う
に
し
ま
す
。

②
資
格
の
取
得
・
喪
失
は
市
町
村
単
位
か
ら

　都
道
府
県
単
位
に
変
わ
り
ま
す
。

〈
県
内
の
他
市
町
村
へ
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
〉

　
国
保
の
資
格
の
取
得
・
喪
失
は
生
じ
ま
せ

　
ん
。

〈
他
の
都
道
府
県
へ
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
〉

〈
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
又
は
離
脱
し

た
場
合
〉

　
国
保
の
資
格
の
取
得
・
喪
失
が
生
じ
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
市
町
村
へ
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

③
高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
世
帯
の
特
例

　に
お
い
て
多
数
回
該
当
回
数
が
県
単
位
で

　通
算
さ
れ
、
加
入
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

　ま
す
。

　
県
内
の
他
市
町
村
へ
住
所
が
変
わ
っ
た
場

合
で
も
、
高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
は
通

算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

（
２
）
平
成
30
年
４
月
以
降

　
　
も
変
わ
ら
な
い
こ
と

　
国
保
の
財
政
運
営
の
仕

組
み
は
変
わ
り
ま
す
が
、

加
入
者
（
被
保
険
者
）
の
皆

様
の
窓
口
は
、
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
ず
お
住
ま
い
の

市
町
村
で
す
。
医
療
の
受

け
方
、
保
険
診
療
の
方
法

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の

方
が
対
象
と
な
る
特
定
健

診
は
、
引
き
続
き
お
住
ま

い
の
市
町
村
以
外
で
も
県

内
の
医
療
機
関
で
受
診
が

可
能
で
す
。

国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
し
、
国
民
健
康
保
険
を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
、

市
町
村
が
運
営
す
る
国
民
健
康
保
険
（
市
町
村
国
保
）
は
、

法
律
に
よ
り
平
成
30
年
度
か
ら
県
と
市
町
村
の
共
同
運
営
に
変
わ
り
ま
す
。

Ｑ１A

な
ぜ
、
国
民
健
康
保
険
改
革

（
国
保
改
革
）
が
行
わ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Ｑ2A

国
保
改
革
は
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ3A

Ｑ4A

国
保
改
革
で
、
負
担
の
公
平
化
を

図
る
新
た
な
仕
組
み
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

●国民医療費10年ごとの推移

1.3倍

都道府県と市町村の役割分担

財政運営の責任主体 国保事業費納付金を都道府県に納付

資格を管理（被保険者証等の発行）

保険給付の決定、支給

被保険者の特性に応じた保健事業の実施

・標準保険料率等を参考に保険料（税）率を決定

・保険料（税）の賦課・徴収

市町村ごとの標準保険料率を

算定・公表

保険給付費等交付金の

市町村への支払い

市町村に対し必要な助言・支援

国保運営方針に基づき、事務の

効率化、標準化、広域化を推進

各種申請やご相談はお住まいの市町村の窓口へ

新
制
度
で
変
わ
る
こ
と
、

変
わ
ら
な
い
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

都道府県の主な役割 市町村の主な役割

27.0兆円

1995年 2005年 2015年

33.1兆円

42.3兆円

加入者

（被保険者）

保険医療機関・

薬局等

沖縄県国民健康保険

団体連合会（国保連合会）

（審査支払機関）

市町村

県
が
市
町
村
ご
と
に

決
定
し
た
国
保
事
業
費
納
付
金
を

市
町
村
が
納
付

保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
を
、

全
額
、
各
市
町
村
に
支
払
う

（
交
付
金
の
交
付
）

保険証

（被保険者証）

を交付

保険料（税）

を納付
医療費を

請求

（保険）診療を行う

保険証（被保険者証）を提示

医療費（一部負担金）を支払う

国保連合会を通じて

医療費を支払う

沖縄県

沖縄県国民健康保険

（県と市町村の共同運営）

国保改革の概要（運営の在り方の見直し）

（
注
）
高
額
療
養
費
の
多
数
回
該

当
世
帯
の
特
例
と
は
、
入

院
や
手
術
な
ど
高
額
な
医

療
費
が
か
か
り
高
額
療
養

費
制
度
の
対
象
と
な
っ
た

月
数
が
過
去
12
か
月
間
で

４
回
以
上
と
な
っ
た
場

合
、
４
回
目
か
ら
自
己
負

担
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら

れ
る
制
度
で
す
。
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